連合山口2010年度賃金調査の概要

1． 概要

連合山口の2010年度のデータ数は35単位組合、1,746人です。昨09年は40組合、2,692人でした。組合数、人数とも少なくなりました。１組合平均規模は49.9人です。調査参加組合の産業・規模構成は次のとおりです。
　　産業　　　　　　　1-29人　　30-99人　100-299人　300人以上　　計  
　製造業                 1      　5          9           0        15 (1)  
　交通・運輸業           0        6          2           0         8( 1)
　商業・サービス業       5        3          4           0        12 ( 2)
　　　　計　　　　　　　  　 6        14         15          0        35　  
· カッコ内は昨09年には入っていなかった組合の数です。一昨年もしくはそれ以前には入っていた組合も含みます。

平均賃金等の概要は次のとおりです。

　　　全産業　　  人数　　平均年齢　平均勤続　 平均賃金     09年　    上昇率
　　　男女計　　  1,746人　39.4歳　　13.7年　 234,700円   241,916円   －3.0％ 　 

　　　  男性  　　  1,549　　 39.5　　　13.9　　 238,032      244,601     －2.7       

　　　  女性          197 　  38.5 　　 11.9     208,501      218,121     －4.4     　

· 構成比は男性が88.7%、女性が11.3%です。この構成も昨年とあまり変わっていません。
全体の平均賃金は男女計、男女別にも前年より低下しています。男女とも平均年齢・勤続にはあまり大きな変化はありませんが、共通して平均勤続年数がほんのわずかですが短くなっています。
産業区分では次のとおりです。

　       　　　　　人数　 平均年齢　同勤続 　平均賃金　　09年       上昇率
　製造業・男女計    928    38.6     15.1    255,052     249,960      2.04
　　同　　男性 　   827    38.9     15.5    259,769     252,718      2.79
　　同　　女性      101    36.0     12.1    216,425     221,131    －2.13 
　交通・運輸業 　　 268　  47.6     14.2    193,366     198,518    －2.60 

　　同　　男性      259    47.7     14.5    195,063     199,693    －2.22
  　同　　女性        9    43.6      5.7    144,512     166,135   －13.02 
    　商業・サービス業   530    36.6     11.1    220,502     238,195    －7.43
　　同　　男性      463    35.8     10.9    223,241     241,964   　－7.74
　　同　　女性  　   87    40.9     12.3    205,921     218,263     －5.65
· 構成比は製造業が53.1％、交通・運輸業が15.4％、商業・サービス業が31.5％です。
産業区分でみた平均賃金は、製造業では男女計・男性は前年を上回っています。女性の平均賃金はやや下がっていますが、平均勤続が1年ほど短くなっています。交通・運輸業は男女とも平均賃金は下がっていますが、平均年齢・勤続はむしろ上っています。同・女性の勤続はやや短くなっています。商業・サービス業の平均賃金は、男女とも前年を下回っています。男性の年齢・勤続はコンマ以下程度ですが“若く”なり、女性の場合、勤続は同じでも、これもコンマ以下ですが平均年齢が上がっています。
規模別には次のようになっています。
　　　　　　　　　　人数　平均年齢　同勤続　 平均賃金　　 09年    　上昇率
　　　1-29人・男女計      29    50.3     12.8     207,490    216,465     －4.15    
       同　　男性          19    50.2     12.5     217,942    222,433    －2.02
       同　　女性          10    50.6     13.3     187,632    210,298   －10.78 

　　　30-99人　　　      513    41.3     13.4     238,410    247,883    －3.82
       同　　男性         463    41.3     13.5     242,175    248,704    －2.63 

       同　　女性          50    41.3     12.4     203,539    240,573   －15.39 

　　　100-299人　      1,204    38.2     13.8     233,775    238,157    －1.84 

       同　　男性       1,067    38.5     14.1     236,592    240,856　　－1.77　
　　 　同　　女性        137    36.6     11.6     211,835    208,487      1.61  

· 構成比は30人未満が1.6％、30-99人が29.4％、100-299人が69.0％です。

今年度300人以上はありません。
規模別1-29人は前年を下回っています。男性の平均年齢は上がっていますが、勤続は短くなっています。女性は年齢が下がり、勤続も短くなっています。30-99人の平均賃金は男女計、男女とも前年を下回っています。しかし、男女とも年齢・勤続は若干ですが上っています。100-299人では男女計と男性は平均賃金が前年を下回っています。女性は前年より上がっています。その平均年齢・勤続にはあまり大きな変化はありません。
2． 全産業・男女計の集計と分析
（1） 全産業・男女計の賃金階級分布表
全産業・男女計の賃金階級分布表は5ページにあります。表右端の賃金階級ごとの人数をみると、平均賃金は234,700円と前年より下がっていますが、最頻値（最も多い）は17万円台（昨09年は23万円台）と下っています。20万円未満（19万円台まで）の度数を累積していくとその合計は595 人、34.1％（昨09年30.5%）で昨年より賃金の低い部分の割合は若干ですが増えています。男性の32.1％（昨年29.0％）、女性の49.7％（昨年43.2％）が20万円以下です。全体の賃金階級分布の丁度真ん中にあたる中位数は226.9千円で、昨年の233.4千円より下がりました。四分位分散を計算すると0.1814で昨年の0.1887より小さくなっています。賃金階級の分布を階級幅2万円としてグラフにしました（横軸：％）。
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　表には年齢区間20-40歳をとってその１次回帰式の「傾き」、すなわち年齢１歳あたりの平均的な上昇額の傾向が4,363円（昨09年4,917円）と示してあります。
（２）年齢別賃金特性値

全産業・男女計、および男女別の年齢別平均賃金を年齢ポイント別にみます。

　　　　  男女計

   男性

     女性


年齢
  10年度   09年   10年度   09年   10年度   09年

20
  166.9 
   163.0    168.0    164.3    159.4    149.4 

25
  184.1 
   185.0    184.1    185.8    184.1    181.1 

30
  203.9 
   208.7    209.0    211.0    175.8    190.9 

35
  232.5 
   237.8    233.1    242.5    227.8    214.0 

40
  241.2 
   254.3    243.9    258.2    178.4    203.6 

45
  274.6 
   284.5    276.3    287.2    253.9    248.3 

50
  267.2 
   269.2    272.6    269.2    233.3    *

55
  283.3 
   281.6    288.7    289.4    238.3    208.7 

全年齢
  234.7 
   241.9    238.0    244.6    208.5    218.1 

「傾き」 4,363 
   4,917    4,377    4,990    4,258    4,251
この男女計年齢ポイント別平均賃金をグラフにすると次のようになります。　
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男女計の年齢ポイント別平均賃金をみると、20歳では若干ながら前年を上回っていますが、25歳から50歳の間はすべて前年を下回っています。40歳、45歳ではやや差が開いています。男性も同じようですが、50歳では09年度より若干ですが上回っていま。女性の平均賃金は年齢によって大きく上下しています。

以下は、男女計年齢別平均賃金の暦年の変化について05年度を100.0として指数化したものです。 
年齢　　
10年度
 09年
  08年
   07年     06年     05年


20
101.3 
  98.9 
   96.3 
    98.4     104.7     100.0 

25
 98.6 
  99.1 
  100.7 
   101.1     100.7     100.0 

30
 97.2 
  99.5 
  101.0 
   101.5     106.0     100.0 

35
 99.1 
 101.4 
  102.2 
   102.2     102.2     100.0 

40
 98.2 
 103.5 
  108.1 
   101.8     105.8     100.0 

45
107.2 
 111.1 
  109.8 
   107.7     117.0     100.0 

50
 92.2 
  92.9 
  101.7 
   104.8     106.7     100.0 

55
103.2 
 102.5 
  119.0 
   117.9     110.2     100.0 

全年齢
 96.8 
  99.8 
  102.8 
   103.1     104.7     100.0
全体の平均賃金は05年以降、これまでで最も低くなっています。年齢ポイント別には20歳と50歳ポイントでは前年を上回り、45歳も05年の水準を越えていますが、これまで最も高かった06年の水準には及んでいません。ただし、これは男女計ですから、調査年のデータの男女や産業構成などを精査せずに拙速な結論を出すことは避けなければなりません。年齢ポイントごとの対前年上昇率は次のようになっています。

        　　対前年上昇率は　（10年度－09年度）／09年度*100.0　と計算しています。

年齢　  10年度
   09年
    08年    07年    06年

20
  2.4
    2.7
  ▲ 2.1
   ▲ 6.1     4.7

25
▲ 0.5
 ▲ 1.6
  ▲ 0.3
      0.4     0.7

30
▲ 2.3 
 ▲ 1.4
  ▲ 0.5
   ▲ 4.2     6.0

35
▲ 2.2
 ▲ 0.8
     0.0
      0.0     2.2

40
▲ 5.2
 ▲ 4.2
     6.2
   ▲ 3.8     5.8

45
▲ 3.5
    1.1
     2.0
   ▲ 7.9    17.0

50
▲ 0.7
 ▲ 8.6
  ▲ 3.0
   ▲ 1.7     6.7

55
  0.6
▲ 13.9
     1.0
      6.9    10.2

全年齢   ▲ 3.0
 ▲ 3.0
  ▲ 0.2
   ▲ 1.5     4.7 

暦年の全産業・男女計平均賃金の推移をみたものが次のグラフです。
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全産業・男女計の年齢ポイント別中位数は次のようになっています。右端の前年との比較は単位千円です。
年齢　　10年度　　09年度
10－09年

20
　　167.8 　　167.1 
  0.7 

25
　　183.4 　　180.5 
  2.9 

30
　　195.2 　　208.8    －13.6 

35
　　227.8 　　238.9    －11.1 

40
　　239.6 　　253.9    －14.3 

45
　　282.7 　　280.2 
  2.5 

50
　　282.6 　　264.4 
 18.2 

55
　　295.7 　　295.7 
  0.0 

全年齢
　　226.9 　　235.6 
－8.7
次のグラフは全年齢中位数の暦年の推移を示したものです。
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当然ですが、全平均賃金のグラフに似ています。

全産業・男女計の第１十分位数は次のとおりです。

年齢
　10年度　　09年　　10－09年（単位：千円）

20 
　159.4 
　　148.3      11.1 

25 
　173.4 
　　166.7 
6.7 

30 
　176.0 
　　182.5     －6.5 

35 
　185.8 
　　195.7     －9.9 

40 
　198.1 
　　178.0      20.1 

45 
　180.4 
　　218.6    －38.2 

50 
　181.5 
　　195.8    －14.3 

55 
　198.3 
　　206.9     －8.6 

全年齢
　167.8 
　　169.1     －1.3

　　　第1十分位の水準は前年水準を下回るポイントが多くなっています。
年齢ごとの賃金の分布構造は5ページの表から詳しく分析することができますが、その特性値を使って視覚的に示したものが7ページのグラフです。箱の範囲内に80％の人たちが入ります。網のかかっている範囲内には50％の人たちが属していることを示しています。その中位数と第1十分位、第1四分位を抜き出して回帰分析した結果が8ページのグラフです。

（３）年齢・勤続年数別平均賃金（9ページ）
全データを年齢１歳ごと、勤続１年ごとに区分してその平均賃金を算出してあります。いわば実態賃金傾向値表です。

勤続0年の欄は10年度の採用賃金の傾向を示しているといえます。試みに一部を抜き出してみます。
　　　　　男女計　　　　　　　男性　　　　　　　　女性　　　　　　　

　年齢　  10年度　09年 　 10年度　09年  　10年度　09年　　

18 　  157    155       157    155       *       *         

　　　20　   165    169       165    169       *       *          

22　   171    190       172    190       169     *         

データには学歴区分がありませんから、22歳は大卒とは限りませんが、18歳はほぼ高卒とみることができます。若年者の新規採用賃金は停滞していると見られます。全年齢の採用賃金、「高卒標準労働者」、35歳実在者については後に詳しい集計があります。

（４）年齢・勤続年数別人員表（10ページ）

　前の表に対応する人数を示したものです。データをこのように細分すると1項目あたりの人数は小さくなります。したがって前の表の平均賃金を見る場合には、それに用いられているデータの数を考慮にいれて見てください。またこの表から労働力の年齢・勤続構成を詳しく見ることができます。本調査は必ずしも全数調査ではありませんから確定的なことは言えませんが、この表をみると中途採用の最高年齢は64歳までありますが、新規（中途採用を含む）採用数は前年（勤続1年）の4割ほどになっています。10年度の労働力需要はあまり活発ではなかったことを示しているのかも知れません。
（５）年齢階層別平均賃金表（11ページ）
上記の集計を賃金センサスと同じ区分にして再集計したものが年齢階層別平均賃金表です。年齢階層別平均賃金は次のようになっています。


　　　　男女計

  男性

   女性

      女性/男性
年齢階層
10年度
 09年
  10年度  09年
   10年度   09年     10年度

18-19
164.8 
 159.4 
  164.8 
   158.9      0.0    174.5 
0.0 

20-24
173.3 
 171.8 
  174.7 
   173.1    163.9    163.6 
93.8 

25-29
193.2 
 195.1 
  196.1 
   196.2    173.1    183.9 
88.3 

30-34
214.0 
 219.6 
  218.3 
   221.9    187.8    199.8 
86.0 

35-39
239.3 
 245.0 
  240.9 
   247.2    229.3    229.6 
95.2 

40-44
249.5 
 257.4 
  251.3 
   259.9    225.0    232.5 
89.5 

45-49
268.9 
 273.6 
  271.0 
   277.3    245.7    239.9 
90.7 

50-54
272.5 
 287.5 
  278.5 
   288.7    220.0    262.8 
79.0 

55-59
280.0 
 298.8 
  284.7 
   303.4    232.3    259.7 
81.6 

60-65
215.1 
 223.2 
  207.8 
   226.7    239.5    208.8      115.3
年齢階層別平均賃金は、男女計では18-19歳からが25-29歳までの20代では前年を上回っていますが、そこから上の年齢層ではわずかではありますが前年を下回っています。男性も同様ですが25-29歳層でも100円下回っています。女性の年齢階層別平均賃金は20-24歳、45-49歳では前年を上回っています。右端には男女の賃金格差が算出してあります。
下のグラフは男女計の年齢階層別平均賃金です。
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この年齢階層別平均賃金表から年齢階層・勤続年数階層の構造を読み取ることができます。男女計の年齢層では35-39歳（297人）が最大です。勤続年数では5-9年が286人で最大です。しかし、勤続5年未満（0-4年）の合計は495人となります。 

年代構成では20歳台の割合が男女とも増えています。30歳台は男性の割合が減り、女性は増えています。そして40歳台では男性が増え、女性は減っています。50歳台の割合は男女とも減っています。

　勤続年数では1-4年、5-9年の割合が増えています。そして勤続10年以上の割合がわずかですが小さくなっています。

このように年齢の若い短勤続者の割合が大きくなっていることが賃金の動向に影響していると考えられます。

※ただし、前掲の平均賃金もそうですが、これは組合員のみですから、管理職を含む全従業員（パートタイマーは除く）を集計している公式統計と比較する場合には年齢の高いほうで低目になることがあります。公式統計と比較する場合に注意を要する点です。

（６）高卒標準労働者等

12ページには高卒標準者の年齢別平均賃金、勤続0年の賃金、および35歳実在者の勤続年数別賃金があります。高卒標準者は年齢・勤続年数別平均賃金表から高卒標準労働者とみなされるもの（年齢マイナス勤続が18）を抽出したものです。ただし、「標準」とはいってもいわゆる“モデル”ではありません。
　　「高卒標準労働者」（勤続年数ははぶく）

　　  全産業男女計　　　　　  全産業男性     　　　　  同　女性　　

年齢　　10年度　　09年　　　  10年度　　09年　　　  10年度 　 09年

18　　　157,088    154,876     157,088    154,876     *          *            

20      1169,143   164,100     169,143    164,927     *          155,416      
25      193,464    195,896     193,464    195,896     *          *              
30      215,229    212,614     215,229    212,614     *          *             

35      237,160    259,410     234,940    266,803     241,600    202,737      
40      270,210    308,280     270,210    309,950     *          293,250      

45      308,398    311,850     312,011    310,521     250,600    343,380      
50      308,420    338,338     308,420    338,338     *          *              
55      323,456    325,039     323,456    325,039     *          *            
次に10年度の採用賃金を年齢ポイント別に前年と比較しながら見ることにします。
　　　
男性

　　　　女性


年齢
10年度
　　09年
10年度
　　09年

20 
164,900    169,350     　*       　 *            

25 
174,100    211,300     　*      　  192,867     

30 
181,900    213,945     　*       　 *          
35 
183,430    234,340     　241,600　　200,165 　  

40 
251,120    211,570     　*       　 *          


45 
239,300    *
　　 　　250,600    *
        
３．産業別集計

ここでは男女計の年齢ポイント別平均賃金だけを比較しておくことにします。


        　



　　　　　製造業

    交通・運輸業

商業・サービス業


年齢
　10年度　 09年    10年度   09年
10年度
 09年

20
　167.5 
   163.2     *
      *
        159.1 
 159.5 

25
　192.1 
   194.8     176.2    158.1 
177.7 
 177.5 

30
　210.6 
   211.0     177.2    188.5 
193.0 
 206.8 

35
　252.5 
   243.5     184.9    182.4 
221.0 
 233.8 

40
　256.6 
   271.6     190.8    196.2 
231.0 
 257.5 

45
　300.8 
   290.0     188.4    196.7 
270.7 
 295.5 

50
　294.2 
   278.6     191.9    203.0 
283.2 
 306.3 

55
　313.7 
   303.1     207.0    233.3 
295.4 
 267.8 

全年齢
　255.1 
   250.0     193.4    198.5 
220.5 
 238.2 

「傾き」
　4,864 
   5,081     1,395    1,266 
4,633 
 5,931
年齢ポイント別にみると製造業では25歳、30歳、40歳で前年をわずかに下回っていますが、その他の年齢ポイントでは前年を上回っています。交通・運輸業は25歳と35歳では前年を上回っていますが、その他の年齢では前年以下です。これは男女計の平均ですが、年齢とほとんど関係のない賃金です。商業・サービス業は20歳と25歳ではでそれぞれ前年をわずかに上回っていますが、他は55歳を除いて少なからず前年を下回っています。
４．規模別集計

規模別の年齢ポイント別平均賃金（男女計）は次のとおりです。


　　　　1-29人

   30-99人
     100-299人


年齢
10年度
  09年
   10年度   09年    10年度   09年

20
*
  *
   170.8    167.9     166.0    160.7 

25
*
  *
   188.6    185.8     183.0    186.5 

30
*
  *
   202.9    226.2     204.3    205.9 

35
*
  *
   239.7    245.6     229.6    233.7 

40
*
  257.0 
   234.5    267.6     244.0    249.1 

45
174.0 
  *
   280.4    301.2     275.3    273.3 

50
*
  *
   246.9    230.9     273.7    272.6 

55
205.8 
  238.6 
   256.5    232.7     297.0    286.4 

全年齢
207.5 
  216.5 
   238.4    247.9     233.8    238.2 

「傾き」
1,143 
  3,257 
   3,841    4,590     4,475    4,780

規模30人未満はデータが少なく年齢ポイント該当者がいないところがあります。直接比較はできませんが、全平均では昨年より下がっています。「傾き」も下がっています。30-99人の全体の平均賃金は前年を下回っています。年齢ポイント別にも20歳、25歳と50歳、55歳では前年を上回っていますが、中間年齢のところは前年を少なからず下回っています。規模100-299人では20歳は前年より上がっていますが、25歳から40歳ポイントまでは前年を下回っています。しかし、上下といってもその差は微弱なものです。今年度、規模300人以上はありません。
＜年齢間賃金格差の動向について＞
20歳ポイント平均賃金を100.0として、各年齢ポイント賃金を指数化すると次のようになります。05年以降を比較しています。対象は全産業・男女計です。

年齢　 10年度   09年度  08年度  07年度   06年度
05年度

20
    100.0    100.0    100.0    100.0    100.0 
100.0 

25
    110.3    113.5    118.5    116.4    108.9 
113.3 

30
    122.2    128.0    133.4    131.3    128.7 
127.2 

35
    139.3    145.9    151.0    147.8    138.8 
142.3 

40
    144.5    156.0    167.2    154.2    150.5 
149.0 

45
    164.5    174.5    177.3    170.2    173.6 
155.4 

50
    160.1    165.2    185.6    187.4    179.1 
175.8 

55
    169.7    172.8    206.0    199.7    175.4 
166.6 

全年齢   140.6    148.4    157.2    154.2    147.1 
147.1

これは男女計ですが、年齢間賃金格差は05年度を別にすると、今年度が一番小さくなっています。今年度は規模300人以上が入っていないことが影響している可能性があります。
以上
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